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3)膿球=投 薬前VBIま たはVB2中 膿球数≧10コ
/hpf






















判定時投薬前 一 十 十～帯
十 平熱化 不変 不変
升 平熱化 軽快 不変
帯 平熱化 帳快 不変
注:発熱の記載法
一:最 高体 温 が37。C未 満
+:最 高体 温 が37℃ 台
+ト:最高体 温 が38。C台
柵:最 高 体 温 が39℃ 以 上
2)排尿 痛 に 対 す る効果 〔EffectonPainonMictu-
rition〕
排 尿痛 に つ い て は下 表 の ご と く消 失Resolved,軽
快Improved,不変(増 悪 を含 む)Persistedの3段
階 に 判定 す る 。
判定時投薬前 } 十 十 帯
十 消失 不変 不変 不変
朴 消失 軽快 不変 不変
帯 消失 軽快 軽快 不変
注=排 尿痛 の記 載 法
一 な し,
+:排 尿 時 に痛 い と感 じる が,た い した 苦痛 で はな
い.
一ト :排尿 時 に 相 当痛 い と感 じる が ,辛 抱 で き る.
1・1-1-:排尿 時 に 飛 び上 るほ ど痛 くて,何 らか の処 置 を
希 望 す る.
〔B〕7日 目判 定
7日 目に 発 熱 と排 尿痛 に 対 す る効 果,膿 球 に対 す る
効 果,細 菌 に 対す る効 果,総 合臨 床 効 果 お よび細 菌 学
的 効 果 を 判 定す る.た だ し膿 球 お よび細 菌 に 対 す る効
果 判 定 に は前 立 腺 マ ッサ ー ジを お こ ないEPS,VB3
の所 見 を採 用 す る.EPSが 得 られ れ ば,そ の 所 見を
優 先 して採 用す る.
1)発熱 お よび排 尿痛 に 対 す る効果 〔EffectonFevcr,
PainollMicturition〕
発 熱 に 対 す る効 果 は下 表 の ご と く平熱 化Resolvcd
軽 快Improved,不変(増 悪 を 含 む)Persistcdの3
段 階 に 判 定 し,そ れ ぞれ2,1,0点 の ス コアを 与 え
る.
判定時投薬前 一 十 十～桝
十 平熱化(2) 不変(0) 不変(0)
朴 平熱化(2) 軽快(1) 不変(0)
帯 平熱化(2) 軽快(1) 不変(0)
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排 尿 痛 に つ い て は下 表 の ご と く消 失Resolved,軽
快Improvcd,不変(増 悪 を 含む)Persistedの3段
階に判 定し,そ れぞれ2
る.
,1,0点 の ス コア を与 え
判定時投薬前 一 十 十 辮
十 消失(2)不変(0) 不変(0}不変(0)
什 消失(2)軽快(の 不変(0) 不変(0)












10～29コ/hpf(十) 正常化 正常化 不 変 不変 不変
什 正常化 正常化 改 曹 不変 不変
帯 正常化 正常化 改 替 改曹 不変
3)細菌 に 対 す る 効果 〔EffectonBacteria〕
判 定 時 に残 存 して い る原 因 菌 と交 代菌 の菌 数 の 組 み
合 わ せ に よ り,下 表 の ご と く陰 性 化Eliminated,減
少Decreased,菌交 代Replaced,不変(増 悪 を 含








〈1ぴコ/ml 減 少 /
≧10「/mI 不 変 不 変
表 に 従 い 判 定す る.
4)総 合 臨 床効 果 〔OverallClinicalEfficacy〕
症 状,膿 球,細 菌 を指 標 と して,そ の 推 移 に 基 づ き,
下 表 の ご と く著 効Excellent,有効Moderate,無
効(増 悪 を 含 む)Poor(includingFailure)の3段
階 に判 定 す る.
症 状 消 失 軽 快 不 変
膿 球 正常化 改善 不変 正常化 改曹 不変 正常化 改曹 不変
陰 性 化圃 有効 有効 有効 有効 有効 有効 有効 無効細
菌
減少,菌交代 有効 有効 有効 有効 有効 無効 有効 有効 無効









2)膿球=投 薬前EPSま たはVB3中 膿球数 這10コ
!hpf
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優 先 して採 用 す る.
1)自覚症 状 に 対 す る効 果 〔EffectonSubjective
Symptoms〕
総 合 臨 床 効 果 の 指 標 と して は 原 則 と して取 り上 げ な
い が,各 症 状 ご とに 別 途 集 計 す る.各 症 状 の 判 定 は,
右表 の ご と く消失Rcsolved,軽快Improved,不変
(増悪 を 含 む)Pcrsisted,の3段階 に 判 定 す る.
判定時_投薬前 十 蒼 帯
十 消失 不変 不変 不変
什 消失 軽快 不変 不変
帯 消失 軽快 軽快 不変
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淀 時膿球投薬前腰球 0～4コ/hpf(一}5～9コ/hpf(±)10～29コ/hpf(十}什 辮
10～29=】/hpf(十)正常化 正常化 不 変 不変 不変
骨 正常化 正常化 改 曹 不変 不変
帯 正常化 正常化 改 替 改馨 不変
2)膿球 に 対 す る効 果 〔EffectonWBCs〕
上 表 の ご と く正 常 化Cleared,改善Decreased,
不 変(増 悪 を 含 む)Unchangedの3段 階 に 判 定 す
る.
3)細菌 に対 す る効 果 〔EffectonBacteria〕
判 定 時 に 残 存 して い る原 因茜 と交 代 菌 の 菌 数 の 組 み
合わ せ に よ り,下 表 の ご と く陰 性 化Eliminated,減
少Decreased,菌交 代Replased,不変(増 悪 を 含
む)Unchangedの4段 階 に 判 定 す る.
交代菌残存原因菌 0～<103コ/mI ≧103コ/ml
0 陰性化 菌交代
<103コ/mI 減 少 /
≧103コ/mI 不 変 不 変
ただし交代菌また は残存原因菌がGPCの 場合下表
に従い判定する.
4)総合 臨床 効 果 〔OverallClinicalEfficacy〕
膿 球 と細 菌 を 指 標 と して,そ の 推 移 に基 づ き,下 表
の ご と く著 効Excellcnt,有効Moderate,無効(増
悪、を 含 む)Poor(includingFailure)の3段階 に判
定 す る.
謎 正常化 改 曹 不 変
陰性 化 圃 有効 有効
減 少 有効 有効 有効
菌交 代 有効 有効 無効
不 変 無効 無効 無効
5)細 菌 学 的 効果 〔BactcriologicalResponse〕
細 菌 に 対 す る効 果 とは 別 に,菌 種 別に 細 菌 学 的 効果
を判 定 す る.
交代菌残存原因菌 0～<104コ/ml ≧10`コ/mI
0 陰性化 菌交代
<1ぴコ/ml 減 少 /
≧104コ/ml 不 変 不 変
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「前立腺炎」 臨 床 成 績 調 査 表
薬 剤 名 症例翫 同 意 膝 会()躍 年 ・ ・
病 院 名 科名 担 当 医署名 ・捺印 ㊥
愚 者 氏 名 (1》外来 ② 入院 ㈲ 入院=外 来 カルテ賊L




罹病 期 閥 年 ケ月(不 明 》
直 腸 指 診 1前立腺腫大( 1)あ り ② な し1前 立腺圧痛(1)あ り ② な し
E
基 礎 疾 愚
お よ び
合 併 症
(1)尿 略(1)性 鵠(置)全 身
(1)なし(2)あ り(1)な し(2)あ り(1》 なし{2}あ り
ノ/!
,rr圏'陶
L■ ■ ■ ●`
経尿這操作
(1)な し
②あり 〔量雅 テ珊 儲 年 月
、蝪、～ 絹 割
既 往 歴
現 病 歴 の
概 要
そ の 他
本 剤 使 用
直 前 の




薬 剤 名 投与法 投 与 量 投 与 期 間 効 果
口 筋
静 点 /日






月 日～ 月 θ
(日 間)




月 日～ 月 日
(日 間)









薬 剤 :蹴.[:::;諮 ω セフエム、:
その他 (1》な し(2)あ り 〔 〕
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月/日 / 〆 / /
観 察 日 開 始()日 前 使 用 開 始 日 3日 目 7日 目





会 陰 部 痛 帯 卦+一 帯 什+一 什 什+一 惜 什+一
会'陰部不 快 感 惜 什+一 什 什+一 什 什+一 帯 什+一
1排 尿 痛 惜 什+一 帯 卦+一 柵 粁+一 惜 卦+一
排 尿時不 快 感 什 什+一 帯 什+一 帯 十←+一 什 什+一
排 尿 困 難 帯 什+一 什 什+一 什 什+一 帯 昔+一
残 尿 感 惜 昔+一 什 骨+一 什 什+一 帯 什+一
頻 尿 帯 升+一 柑 廿+一 什 什+一 冊 什+一
下 腹 部 痛 什 昔+一 辮 什+一 帯 骨+一 帯 什+一
下腹 部不快 感 帯 什+一 惜 什+一 冊 什+一 惜 什+一
腰 痛 惜 昔+一 什 什+一 計 卦+一 惜 骨+一






腫 脹 惜 什+一 什 廿+一 什 什+一 帯 什+一
圧 痛 惜 什+一 什 什+一 針 什+一 帯 什+一
熱 感 惜 什+一 柵 什+一 什 什+一 什 廿+一
硬 結 珊 什+一 柵 什+一 計 什+一 辮 什+一
波 動 惜 什+一 帯 什+一 惜 十←+一 掛 什+一
































①() ①(: ①() ①()
②() ②(〕 ②() ②()
⑧() ③(〕 ③() ③()
VB2
①() ①(〕 ①() ①()
②() ②(: ②() ②()
③() ③(〕 ③() ③()
EPS
①() ①(〕 ①() ①()
②() ②( 1②() ②()
③() ③() ⑧() ③()
VB8
①() ①( 博①() ①()
②() ②( 渇②() ②().
















デ イスポ ・ル ーブ
ウ リカル ト
その他()








～/ ノ ～/ /～/ ノ ～/ 投与期間 日間 日間











ノ / / / 併用薬剤 ・処皿




≧393837〈87 ≧393887<37 ≧898837<37 ≧893837<37
帯 什+一 柵 什+一 柵 骨+一 什 什+一
帯 昔+一 什 什+一 帯 什+一 帯 什+一
什 什+一 辮 什+一 榊 什+一 帯 昔+-1
、.
惜 什+一 惜 什+一 帯 廿+一 帯 什+一
帯 什+一 珊 什+一 什 什+一 柑 什+一
帯 料+一 帯 什 十 一 帯 朴+一 柵 什+一
帯 骨+一 惜 什+一 帯 什+一 什 什+一
帯 什+一 榊 什+一 惜 督+一 措 什+一
惜 什+一 惜 什+一 惜 什+一 什 什+一
帯 什+一 什 什+一 帯 什+一 帯 什+一
帯 什+一 十卜 什+一 惜 什+一 帯 卦+一
帯 什+一 帯 什+一 帯 什+一 帯 什+一









什 十十+一 柵 十十+一 辮 什+一 帯 軒+一
柵 什+一 惜 什+一 冊 什+一 辮 什+一
帯 什+一 帯 什+一 惜 什+一 什 什+一
VBI VB2 VB8 VBI VB2 VB3 VB1 VB2 VB8 VB隆 VB2 VB8
辮 骨+一 惜 什+一 什 什+一 惜 骨+一
判 定 日 以 外 の
前立服 マッサージ①() ①() ①() ①()







⑧() ③() ③() ③()
①() ①() ①() ①()
②() ②() ②() ②()
③() ③() ⑧() ③()
①() ①() ①() ①()
() ②() ②() ②()
③() ③() ③() ⑧()
①() ①() ①() ①()




②() ②() ②() ②()






































(1)非常に満足 ② 満足 ③ まずまず




































症 状 程 度 寧 発 現 日 消 失 日 薬 剤 名 薬 剤 との 関 係帥
惜 什+ 日目 日臼 12345
惜 什+ B目 日目 12345
冊 什+ 日目 日昌 12345
投 薬(1)継 続(2)減 量(3)中 止
処 置(1)な し ② あ り 〔 〕
経 過 〔 〕
串什:例 えば薬剤の投 与を中止せざるを得ないほど強い もの
什=症 状に対す る処置を必要とする程度の もの
+:症 状に対する処置を必要としないほど軽度の もの
勒1 .明 らか に関係 あ り2.多 分関係 あ り
3.関係 あ るか もしれ ない4.関 係 ない らしい 5.関係 なし



























発 熱();ス コア 排 尿痛():ス コア
判定時投薬 一 十 粋～ 惜 議 『 十 什 帯
十
















.一 嘗 一 一
急性前 立腺 炎 で は,7日 目の これ ら2症 状 の スコ ァの 和 か ら症 状(発 熱,排 尿痛)
消 失(4点),軽 快(2～3点),不 変(0～1点)の3段 階 に判定 す る。
〔交代菌または残存原因菌がGPCの場合,下記に従い判定する。 〕






… 一不 ÷変 一一
1
0 陰性化 菌交代 0 陰性化 菌交代
什
一一一+一 一 一一一 一改 善
<108コん1 減 少 / <104コ創 減 少 /
帯 i
.一 一 一 　 一
≧103コんぜ 不i変 ≧10弓コん 」 不1変
曇
総合臨床効果
症 状 消 失 軽 快 不 変
膿 球 正常化 改善 不変 正常化 改善 不変 正常化 改善 不変
細
菌
陰 性 化國 Ill








-一 ・斗 一 一 一 ・
; 無効











発 熟 (1)平熱化,(2)軽快,(3)不変 膿球 (1)正常化 ②改善,㈲ 不変
排尿痛 (1>消失,② 軽 快,(3)不変 細菌 (1)陰性化,② 減少③菌交代,ω 不変
総合




























































() () () 消 ・存
() () () 消 ・存




() () () 消 ・存
() () () 消 ・存




() () () 消 ・存
() () () 消 ・存












































































免 疫 学 的検 査(ク ラミジア トラコマーチス)
















血 清 血 清
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臨 床 検 査 成 績(実 施の有無 ・な し,あ り)(本 剤使用開始以降 に異常値が認められた時は再検をお願いします)
項 目
使用前(月/日) 使用o(月/日)使用後()(月/日)使用o(月/日) 担 当医 判 定.
実 数 値 正 ・異 実 数 値 実 数 値 実 数 値 悪化(本剤との関係)不 変 改善
血
液
赤 血 球(x1び) 正 ・異 12345
.
不 改
血色素量(望dD 正 ・異 12345
.
不 改
ヘマトクリット働) 正 ・異 12345
.
不 改









好垣基球 正 ・異 12845 不 改
好 酸 球 唱Ir 正 ・異 12845 不 改
好 中 球 正 ・異 12845 不 改
リ ン パ球 正 ・異 12845 不 改
単 球 正 ・異 12345 不 改
正 ・異 12845 不 改
血小板数(x104) 正 ・異 12845 不 改
ブ叫oンビン嘲 巳(醐 正 ・異 12845 不 改
正 ・異 12345 不 改




S-GOT() 正 ・異 12845 不 改
S-GPT() 正 ・異 12845 不 改
A1≒P邸e() 正 ・異 12845 不 改
ビリだ ン 直 接
(㎎!dl)
正 ・異 12845 不 改
総 正 ・異 12845 不 改
正 ・異 12845 不 改
正 ・異 12845 不 改




BUN(㎏!ω 正 ・異 12845 不 改
血清勧 循 ニン 正 ・異 12845 不 改
§
15分 値 正 ・異 12845 不 改
2時 間徳 正 ・異 12845 不 改




蛋 白 正 ・異 12845 不 改
糖 正 ・異 12845 不 改








N8 正 ・異 12845 不 改
K 正 ・異 12845 不 改
C夏 正 ・異 12345 不 改
クー ムス(直 ・間) 正 ・異 12845 不 改
CRP 正 ・異 12345 不 改
血沈(1時 聞) 正 ・異 12845 不 改
正 ・異 12345 不 改
正 ・異 12845 不 改
.使用後の思化 ・不変 ・改善の判断は,主治医が測定 誤差範囲などを勘案 して,決定 して下さい・使用後悪化 した場合は,担当医の判定基
準で,本 剤との関係 を下記の通 り判定 して下さい。
本剤 との関係:1.明らかに関係 あり2.多 分関係あ り3.関 係あるか もしれない4.関 係ない らしい5.関 係な し
備考=(特tc臨床検査値の異常 を認めた場合,薬 剤 との関係,処 置 ・経過,お よび使用を中止 した場合はその理由,その後の転帰 にっい
て必ずお書 き下さい。)
P9
